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　公
民
館
報
は
、
毎
月
編
集
委
員
が
一
同

に
集
ま
り
編
集
委
員
会
を
経
て
２
か
月
に

１
回
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

　第
246
号
の
１
回
の
編
集
会
議
は
都
合
に

よ
り
一
同
に
集
ま
っ
て
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
公
民
館
報
担
当
職
員
と
各
編
集

委
員
が
連
絡
を
取
り
合
い
、
原
稿
の
準
備

を
行
い
ま
し
た
。

　現
在
、
教
育
委
員
会
が
管
理
し
て
い
る

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
は
、
平
成
７
年
に
「
Ｂ
＆

Ｇ
財
団
」
が
建
設
し
無
償
で
阿
南
町
に
譲

渡
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
（
活
動

の
状
況
は
、
第
246
号
の
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
情
報
発

信
局
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　こ
の
度
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
主
催
に
よ
り

「
第
８
回

　セ
ン
タ
ー
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
養
成
研
修
」
が
８
月
30
日
よ
り
鹿
児

島
県
徳
之
島
に
あ
る
天
城
町
で
開
催
さ
れ
、

当
町
の
公
民
館
担
当
職
員
が
資
格
取
得
の

た
め
参
加
し
不
在
に
な
っ
て
い
た
の
で
編

集
員
会
の
開
催
が
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　研
修
の
様
子
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
指
導
員

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
発
信
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
様
子
を
、
私
も
見
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
10
月
１
日
に
は
、
33
日
間
の
研
修

を
終
え
、
日
焼
け
を
し
て
、
た
く
ま
し
い

容
姿
に
な
っ
て
公
民
館
報
担
当
者
が
無
事

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

12
月
２
日
㈯
　
午
前
９
時
半
〜

◆
会
場

　
　農
村
文
化
伝
承
セ
ン
タ
ー

◆
講
師

　
　㈱
あ
さ
げ
の
里

◆
内
容

　
　お
正
月
に
飾
れ
る
藁
細
工
・

　
　
　
　
　水
引
の
作
品
作
成

◆
問
合
せ

　阿
南
町
公
民
館

　
　
　
　
　☎
２
２

－

２
２
７
０

水
引
・
藁
細
工

　
　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

11
月
11
日
㈯
　
午
前
９
時
〜

◆
会
場

　
　阿
南
文
化
会
館

◆
内
容

　
　学
校
・
サ
ー
ク
ル
の
発
表

◆
問
合
せ

　阿
南
町
公
民
館

　
　
　
　
　☎
２
２

－

２
２
７
０

第
37
回

　
感
性
と
創
造
の

　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
月
19
日
㈰
　
正
午
〜

◆
会
場

　
　阿
南
文
化
会
館

◆
主
催

　
　カ
ラ
オ
ケ
実
行
委
員
会

第
９
回  

阿
南
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
大
会

11
月
26
日
㈰
　
午
後
１
時
〜

◆
会
場

　
　新
野
ふ
れ
あ
い
館

◆
内
容

　
　地
区
団
体
等
の
発
表

新
野
地
区
芸
能
文
化
祭

11
月
26
日
㈰
〜
12
月
３
日
㈰

◆
会
場

　
　農
村
文
化
伝
承
セ
ン
タ
ー

◆
内
容

　
　小
中
学
生
・
保
育
園
児
や

　
　
　
　
　地
区
の
方
の
作
品
展
示

◆
問
合
せ

　新
野
公
民
館

　
　
　
　
　☎
２
４

－

２
０
０
１

作
品
展
示
会

◆
部
門

　

〇
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
部

　（
小
学
校
１
〜
３
年
生
・

50
歳
以
上
の
男
女
）

〇
駅
伝
の
部
（
１
チ
ー
ム
５
人
）

　・
小
学
生
の
部…

小
学
校
４
年
生
以
上

　・
一
般
の
部

◆
問
合
せ

　阿
南
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　☎
２
２

－

２
２
７
０

11
月
25
日
㈯
　
午
前
８
時
〜

◆
会
場

　
　町
民
グ
ラ
ン
ド

第
46
回
　
阿
南
町

み
ん
な
で
走
ろ
う
駅
伝
競
走
大
会

11
月
12
日
㈰
　
午
前
９
時
〜（
予
定
）

◆
会
場

　
　売
木
村
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　ぶ
な
の
木

◆
内
容

　
　県
境
５
町
村
の
文
化
団
体
発
表

◆
問
合
せ

　阿
南
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　☎
２
２

－

２
２
７
０

第
40
回

  

愛
知
・
長
野
県
境
域
住
民

　
　
　
　
　
　  

文
化
交
流
会

11
月
18
日
㈯
　
午
前
９
時
〜

◆
コ
ー
ス

　農
村
文
化
伝
承
セ
ン
タ
ー
↓

巣
山
湖
↓
行
人
様
展
望
台

↓
曹
洞
宗
瑞
光
院
↓
農
村

文
化
伝
承
セ
ン
タ
ー

◆
定
員

　
　先
着
15
名
程
度

◆
参
加
費

　無
料
（※

雨
天
中
止
）

◆
問
合
せ

　阿
南
町
公
民
館

　
　
　
　
　☎
２
２

－

２
２
７
０

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
町
民
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

あ
な
ん
ト
ピ
ッ
ク

10
月
８
日
㈰

　４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
和
合
地
区

運
動
会
は
、
例
年
よ
り
も
多
く
の
人
が
参

加
を
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

和
合
地
区
　
運
動
会

お
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A N A Nあ な ん

　出
生
率
の
低
下
、
少
子
化
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
・
・
・
大
き
な
問
題

で
す
ね
。
そ
ん
な
中
で
誕
生
す
る
子
供

た
ち
は
宝
物
。
ご
親
族
だ
け
で
な
く
、

心
か
ら
祝
福
し
た
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

「
祝
う
」
と
い
う
事
で
繋
が
る
な
ら
、

人
生
の
節
目
で
お
祝
い
を
す
る
「
長
寿

祝
い
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
自

分
が
そ
う
い
う
年
齢
を
目
の
当
た
り
に

す
る
と
、
「
祝
う
」
と
い
う
二
文
字
に

は
ど
う
し
て
も
抵
抗
を
感
じ
て
し
ま
い

ま
す
が
・
・
・

　長
寿
祝
い
の
種
類
に
は
、
還
暦
六
十
、

古
希
七
十
、
喜
寿
七
十
七
、
傘
寿
八
十
、

米
寿
八
十
八
、
卒
寿
九
十
、
白
寿
九

十
九
、
百
寿
百
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
で
由
来
の
意
味
が
あ
り
、
こ
う
し
て

並
べ
て
み
る
と
、
大
き
く
な
る
に
つ
れ

重
厚
感
が
増
し
て
い
く
の
が
わ
か
り
ま

す
。
長
い
人
生
を
生
き
て
き
た
証
が
、

自
然
と
こ
の
文
字
の
中
に
尊
く
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　子
供
た
ち
の
誕
生
を
祝
う
華
々
し

さ
は
無
い
け
れ
ど
感
謝
の
気
持
ち
と
、

長
生
き
を
願
っ
て
「
長
寿
祝
い
」
こ
の

日
本
の
慣
習
は
大
切
に
し
て
い
か
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
。

遊 

歩 

道

遊 

歩 

道

Ｂ&Ｇ指導員
フェイスブック

ANAN遺産　　フォトコンテスト
投稿作品

入選作品の結果については
１月号で発表をいたします。



将来阿南町に住みたいですか？Ｑ２．あなたは将来、阿南町に
　　　住みたいと思いますか？

 住みたい １５人
 住みたくない 　５人
 その他 　１人

Ｑ３．住みたくないと答えた方にお聞きしました
　　　住みたい町とはどんな町ですか？

・働く場がある町・子育て支援など子育てが安心してできる町
・遊べる場所がある・独自のイベントの開催・融通が効く町
・新しいことに臆さず前向きに取り入れる町
・個人事業者への補助待遇の良い町・交通の便が良いところ　等

Ｑ４．これからの阿南町に必要なものはなんだと思いますか？
働く場所・観光地・路線バス・遊ぶところ・特産物のＰＲ・知名度の向上
歯科医院・町の環境整備・独自のイベント・柔軟性と対応力
外部の組織である不動産デベロッパー等との連携・駅
・県外からのお客さんを集められるような宿泊観光施設・緑地公園　等

■ 住みたい　■ 住みたくない　■ その他

⑸　令和 5 年 11 月 1 日 あ　な　ん あ　な　ん令和 5 年 11 月 1 日 ⑵

　稲
垣
さ
ん
は
和
合
小
学
校
の
用
務

員
と
し
て
、
給
食
の
運
搬
や
校
舎
内

外
の
整
備
、
学
校
用
田
畑
の
手
入
れ

な
ど
、
「
や
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
」

の
毎
日
で
す
。

　「
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
で

い
て
面
白
い
よ
。
こ
の
ご
ろ
は
吹
き

矢
と
か
輪
っ
か
回
し
」
。
児
童
数
八

名
の
小
さ
な
学
校
で
、
伝
統
文
化
や

昔
の
遊
び
の
先
生
で
も
あ
り
ま
す
。

　校
庭
片
隅
の
炭
焼
き
小
屋
は
前
任

者
が
作
っ
た
も
の
で
、
昨
年
は
窯
出

和 

合
　
稲
垣
　
秀
三 

さ
ん

し
の
様
子
が
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
ま

し
た
。
和
合
は
昭
和
十
年
代
に
日
本

有
数
の
炭
生
産
村
で
し
た
。

　年
内
に
は
薪
の
山
出
し
、
一
月
か

ら
二
月
に
か
け
て
薪
割
り
、
窯
入
れ
、

窯
出
し
と
続
き
ま
す
。
「
近
所
に
い

る
炭
焼
き
経
験
者
が
監
督
に
来
て
く

れ
る
。
大
人
も
気
を
つ
け
て
見
て
い

る
が
、
作
業
は
子
ど
も
た
ち
が
や

る
」

　

　薪
を
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
詰
め
に
す
る

と
か
、
赤
土
を
練
っ
て
窯
の
す
き
間

を
埋
め
る
と
か
、
良
い
炭
作
り
に
は

丁
寧
な
作
業
が
必
要
で
す
。
「
一
番

大
変
な
の
は
火
の
番
か
な
。
以
前
小

屋
が
燃
え
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
そ
う
だ
」
。
で
き
た
炭
は
焼
き

芋
大
会
や
御
幣
餅
作
り
に
使
い
ま
す
。

　学
校
の
様
子
は
自
分
の
子
ど
も
時

代
と
は
大
分
違
い
ま
す
。
「
先
生
の

名
前
を
呼
び
捨
て
と
か
び
っ
く
り
す

る
こ
と
も
あ
る
が
、
あ
い
さ
つ
を
よ

く
し
て
感
心
す
る
。
先
生
た
ち
が
一

人
ひ
と
り
を
よ
く
見
て
い
て
、
遊
び

で
も
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
る
」

　お
酒
と
カ
ラ
オ
ケ
が
大
好
き
な
稲

垣
さ
ん
で
す
が
、
「
も
う
カ
ラ
オ
ケ

は
さ
っ
ぱ
り
。
仕
事
が
趣
味
み
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
な

 
が
き

 

ひ
で

 み

　
ぼ
く
の
名
前
は
「
駿
」
で
す
。

大
下
条
保
育
園
の
う
め
組
で
す
。

今
年
の
八
月
で
六
歳
に
な
っ
て
、

最
近
下
の
前
歯
が
一
本
抜
け
て
、

そ
こ
に
大
き
な
歯
が
生
え
た
よ
。

夏
生
ま
れ
だ
か
ら
な
の
か
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
や
か
き
氷
、
花
火
な
ど

夏
の
も
の
が
大
好
き
だ
よ
。

　
保
育
園
で
は
、
今
、
竹
馬
や
運

動
会
の
練
習
を
頑
張
っ
て
い
て
、

お
う
ち
で
は
、
マ
マ
の
お
手
伝
い

大下条　御供

勝岡　志郎さん・祥子さんのお子さん

（左）優さん（８歳）（右）駿さん（６歳）
ゆう しゅん

し  ろう しょうこ

う
ち
の

ホ
ー
プ

も
し
て
い
る
よ
。
父
ち
ゃ
ん
が
カ

メ
ラ
を
向
け
た
ら
、
ポ
ー
ズ
を
と

っ
て
あ
げ
た
り
、
歌
を
唄
っ
て
あ

げ
る
ん
だ
。
今
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
る
こ
と
は
、
四
月
か
ら
小
学

一
年
生
に
な
る
こ
と
だ
よ
。
ぼ
く

に
は
二
歳
上
の
お
兄
ち
ゃ
ん
が
い

て
、
毎
朝
歩
い
て
大
下
条
小
学
校

へ
行
く
と
こ
ろ
を
「
行
っ
て
ら
っ

し
ゃ
ー
い
」
っ
て
お
見
送
り
を
し

て
い
る
ん
だ
。
朝
の
五
時
半
に
起

き
る
の
は
少
し
眠
い
け
ど
、
近
所

の
友
達
や
お
兄
さ
ん
た
ち
と
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
学
校
へ
行
く

の
が
、
今
か
ら
と
っ
て
も
楽
し
み

な
ん
だ
。

　
一
年
生
に
な
っ
た
ら
、
勉
強
と

体
育
と
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
、
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
頑
張
り
た
い
で
す
。

令和５年度  成人者アンケート

対象者43人中 21人が回答していただけました。ご協力ありがとうございました。

どこに住んでいますか？ Ｑ１．あなたは現在、
　　　どこに住んでいますか？

 阿南町内 　８人
 長野県内 　１人
 長野県外 １２人

■ 阿南町内　■ 長野県内　■ 長野県外

38％

57％

71％

23％
6％

5％



⑶　令和 5 年 11 月 1 日 あ　な　ん あ　な　ん令和 5 年 11 月 1 日 ⑷

　こ
の
度
は
、
阿
南
町
公
民
館
の
館

報
に
両
親
の
昔
の
話
を
掲
載
さ
せ
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
で
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　両
親
の
供
養
の
つ
も
り
で
書
く
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　両
親
は
忙
し
い
生
活
だ
っ
た
の
で
、

昔
の
苦
労
話
は
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
た
め
今
回
は
、
私
の
記

憶
で
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　私
は
、
父
　熊
谷

　文
次
・
母
　静

子
の
長
女
に
な
り
ま
す
。
跡
継
ぎ
の

弟
と
二
人
姉
弟
で
す
。

　父
と
母
は
結
婚
し
て
す
ぐ
に
長
野

県
よ
り
富
士
宮
市
人
穴
に
移
住
し
ま

し
た
。
当
時
団
長
と
し
て
伊
藤

　義

美
氏
が
ま
と
め
相
談
役
と
な
り
、
西

富
士
開
拓
団
と
し
て
発
足
し
た
そ
う

で
す
。
平
均
年
齢
が
10
代
後
半
〜
20

代
、
結
婚
し
て
来
た
そ
う
で
す
。
当

初
は
、
水
道
も
な
く
雨
水
を
煮
沸
し

て
飲
み
水
に
し
、
作
物
は
火
山
灰
地

の
た
め
思
う
よ
う
に
育
た
な
い
、
水

が
な
い
の
で
お
米
も
で
き
な
い
、
そ

れ
で
も
、
出
来
る
物
か
ら
作
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　住
宅
も
近
所
の
人
達
と
協
力
し
て
、

一
軒
一
軒
建
て
た
そ
う
で
す
。
素
人

が
建
て
る
家
な
の
で
、
す
き
間
風
が

入
り
冬
場
に
は
、
朝
起
き
る
と
布
団

の
上
に
は
薄
っ
す
ら
と
雪
が
積
も
る

と
き
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
父
た

ち
が
一
生
懸
命
作
っ
た
家
な
の
で
、

愛
着
が
あ
り
工
夫
さ
れ
て
い
て
住
み

や
す
か
っ
た
で
す
。
寒
い
時
期
に
は
、

ド
ラ
ム
缶
の
お
風
呂
で
体
を
温
め
、

母
の
得
意
な
漬
物
で
話
が
は
ず
み
、

さ
さ
や
か
で
す
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

生
活
の
糧
は
乳
牛
を
育
て
て
、
酪
農

し
か
な
く
伊
藤
氏
の
計
ら
い
で
農
協

が
協
力
し
数
頭
の
牛
を
買
っ
た
そ
う

で
す
。

　朝
、
４
時
頃
か
ら
一
頭
一
頭
手
絞

り
で
す
。
朝
食
は
８
時
頃
、
４
時
半

か
ら
餌
や
り
搾
乳
、
夕
食
は
８
時
半

で
す
。
冬
場
の
仕
事
は
、
と
て
も
過

西
富
士
の
あ
ゆ
み
⑩

若
林

　信
子 

さ
ん

酷
で
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一

年
を
通
し
て
365
日
雨
の
日
・
台
風
の

日
・
盆
・
お
正
月
・
病
気
の
と
き
で

も
一
日
も
休
ま
ず
牛
優
先
の
生
活
で

す
。　そ

れ
で
も
、
私
と
弟
を
人
並
み
に

高
校
と
弟
は
農
業
の
大
学
ま
で
出
し

て
も
ら
い
、
今
は
た
だ
た
だ
感
謝
で

す
。　私

と
弟
が
結
婚
し
て
４
人
の
孫

（
内
孫
１
人
・
外
孫
３
人
）
が
で
き

ま
し
た
。
朝
は
仕
事
を
終
え
て
、
孫

の
顔
を
見
に
来
る
の
が
楽
し
み
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　弟
の
代
に
な
り
酪
農
も
だ
ん
だ
ん

変
わ
り
両
親
の
負
担
も
軽
く
な
っ
た

頃
に
は
、
農
協
の
旅
行
に
出
か
け
近

所
の
人
た
ち
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

昼
間
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
・
カ
ラ
オ
ケ
・
日
帰
り
温
泉

と
や
っ
と
人
並
み
の
生
活
に
な
り
い

い
時
期
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　ひ
た
す
ら
、
働
き
続
け
て
き
た
60

〜
70
年
、
ひ
孫
も
７
人
と
な
り
ま
し

た
。
５
人
目
の
ひ
孫
を
見
る
事
も
な

く
、
平
成
22
年
３
月
31
日

　87
歳

　

父
は
他
界
し
ま
し
た
。
そ
の
一
年
後

に
母
は
私
の
所
に
来
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
来
て
、
母
は
地

域
の
人
た
ち
に
な
じ
ん
で
グ
ラ
ン
ド

わ
か
ば
や
し 

の
ぶ 

こ

熊谷　文次さん・静子さん

ゴ
ル
フ
な
ど
し
て
楽
し
む
日
々
で
し

た
。
誰
と
で
も
話
す
性
格
な
の
で
近

所
の
方
た
ち
は
よ
く
、
「
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
元
気
？
何
歳
？
若
い
ね
え
」
な

ど
と
声
を
か
け
て
も
ら
い
「
毎
日
が

幸
せ
！
」
が
口
癖
で
し
た
。
父
は
温

厚
で
無
口
で
誰
か
ら
も
信
用
さ
れ
て

老
人
会
の
会
長
な
ど
町
内
の
役
を
よ

く
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　母
は
、
世
話
好
き
で
近
所
の
人
た

ち
の
洋
服
や
野
良
仕
事
の
服
や
エ
プ

ロ
ン
を
作
っ
て
や
り
、
い
つ
も
お
茶

の
場
で
は
人
が
来
て
い
ま
し
た
。
二

人
と
も
大
変
な
時
を
過
ご
し
て
き
た

の
で
思
い
や
る
心
が
強
か
っ
た
で
す
。

自
慢
の
で
き
る
両
親
で
し
た
。

　母
は
、
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
生

き
て
、
令
和
２
年
６
月
11
日

　92
歳

で
他
界
し
ま
し
た
。

　こ
ち
ら
に
来
て
な
く
な
る
３
年
前

よ
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
１
年
前
よ
り

介
護
施
設
に
お
世
話
に
な
り
、
最
後

に
長
野
の
（
妹
）
叔
母
さ
ん
と
話
を

し
、
静
か
に
旅
立
ち
ま
し
た
。
一
方

的
な
話
し
方
で
し
た
が
、
聞
こ
え
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
両
親
は
仲
が
良

か
っ
た
の
で
、
天
国
の
父
と
楽
し
く

や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　長
い
間
ご
苦
労
様
！

　心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ふ
み
つ
ぐい  

と
う

　
　よ
し

み

し
ず

こ

7月1日（土）
SUP 体験会・
水辺の安全教室

「Ｂ&Ｇ海洋センターの活動」

阿南町Ｂ&Ｇ海洋センターは、1995 年に開設されました。
Ｂ&Ｇ海洋センターは全国で現在471カ所開設されて、公益財団法人B&G財団より無償
での建設、市町村への譲渡をされ、現在は各地方公共団体の公共施設となっています。

Ｂ&ＧはBlue sea（ブルーシー）青い海&Greenland（グリーンランド）緑の大地を略した名前となり
ます。そのため、B&G海洋センターでは、海洋性レクリエーションをはじめとする自然体験活動
を通じで、次代を担う青少年の健全育成と幼児から高齢者までの心とからだの健康づくりを推進す
ることを目的としています。

役場職員による国道周辺のごみ拾い
に合わせて海ごみ 0運動の啓発活
動を行いました！

5月30日（火）
海ごみ 0運動

8月26日（土）
B&Gナイトプール

6月24日（土）～ 8月27日（日）
上屋付きプールOPEN！

水辺の
安全教室

ナイト
プール

「Ｂ&Ｇ」ってなんのこと？？

ANAN情報発信局

SUP体験会

OPEN!!

ごみぜろ
運動

令和5年度 阿南町B&G海洋センター活動

　今シーズンも、大勢の方にご利用いただきありがとうございました！！
来年度も、今年度に引きつづき子どもや大人が楽しめるイベントを阿南町B&G海洋センターでは計画を
しております！



⑶　令和 5 年 11 月 1 日 あ　な　ん あ　な　ん令和 5 年 11 月 1 日 ⑷

　こ
の
度
は
、
阿
南
町
公
民
館
の
館

報
に
両
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あ
り
ま

し
た
。

　両
親
の
供
養
の
つ
も
り
で
書
く
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
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憶
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。
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谷
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。
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。
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齢
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よ
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い
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き
な
い
、
そ

れ
で
も
、
出
来
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。
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も
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、
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が
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て
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間
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入
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の
上
に
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が
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た
。
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た

ち
が
一
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な
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で
、
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着
が
あ
り
工
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み

や
す
か
っ
た
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時
期
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、
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缶
の
お
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で
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を
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め
、
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の
得
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漬
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で
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が
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、
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が
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数
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の
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が
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が
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終
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が
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だ
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時
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思
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続
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60

〜
70
年
、
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人
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ま
し
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事
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は
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ま
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た
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の
一
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後

に
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は
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の
所
に
来
る
こ
と
に
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り
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た
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こ
ち
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に
来
て
、
母
は
地
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の
人
た
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に
な
じ
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で
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ば
や
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の
ぶ 

こ
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ゴ
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フ
な
ど
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し
む
日
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。
誰
と
で
も
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な
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で
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く
、
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ん
元
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？
何
歳
？
若
い
ね
え
」
な

ど
と
声
を
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け
て
も
ら
い
「
毎
日
が

幸
せ
！
」
が
口
癖
で
し
た
。
父
は
温

厚
で
無
口
で
誰
か
ら
も
信
用
さ
れ
て

老
人
会
の
会
長
な
ど
町
内
の
役
を
よ

く
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　母
は
、
世
話
好
き
で
近
所
の
人
た

ち
の
洋
服
や
野
良
仕
事
の
服
や
エ
プ

ロ
ン
を
作
っ
て
や
り
、
い
つ
も
お
茶

の
場
で
は
人
が
来
て
い
ま
し
た
。
二

人
と
も
大
変
な
時
を
過
ご
し
て
き
た

の
で
思
い
や
る
心
が
強
か
っ
た
で
す
。

自
慢
の
で
き
る
両
親
で
し
た
。

　母
は
、
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
生

き
て
、
令
和
２
年
６
月
11
日

　92
歳

で
他
界
し
ま
し
た
。

　こ
ち
ら
に
来
て
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く
な
る
３
年
前

よ
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
１
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前
よ
り

介
護
施
設
に
お
世
話
に
な
り
、
最
後

に
長
野
の
（
妹
）
叔
母
さ
ん
と
話
を

し
、
静
か
に
旅
立
ち
ま
し
た
。
一
方

的
な
話
し
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で
し
た
が
、
聞
こ
え
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
両
親
は
仲
が
良

か
っ
た
の
で
、
天
国
の
父
と
楽
し
く

や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　長
い
間
ご
苦
労
様
！

　心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ふ
み
つ
ぐい  

と
う

　
　よ
し

み

し
ず

こ

7月1日（土）
SUP 体験会・
水辺の安全教室

「Ｂ&Ｇ海洋センターの活動」

阿南町Ｂ&Ｇ海洋センターは、1995 年に開設されました。
Ｂ&Ｇ海洋センターは全国で現在471カ所開設されて、公益財団法人B&G財団より無償
での建設、市町村への譲渡をされ、現在は各地方公共団体の公共施設となっています。

Ｂ&ＧはBlue sea（ブルーシー）青い海&Greenland（グリーンランド）緑の大地を略した名前となり
ます。そのため、B&G海洋センターでは、海洋性レクリエーションをはじめとする自然体験活動
を通じで、次代を担う青少年の健全育成と幼児から高齢者までの心とからだの健康づくりを推進す
ることを目的としています。

役場職員による国道周辺のごみ拾い
に合わせて海ごみ 0運動の啓発活
動を行いました！

5月30日（火）
海ごみ 0運動

8月26日（土）
B&Gナイトプール

6月24日（土）～ 8月27日（日）
上屋付きプールOPEN！

水辺の
安全教室

ナイト
プール

「Ｂ&Ｇ」ってなんのこと？？

ANAN情報発信局

SUP体験会

OPEN!!

ごみぜろ
運動

令和5年度 阿南町B&G海洋センター活動

　今シーズンも、大勢の方にご利用いただきありがとうございました！！
来年度も、今年度に引きつづき子どもや大人が楽しめるイベントを阿南町B&G海洋センターでは計画を
しております！



将来阿南町に住みたいですか？Ｑ２．あなたは将来、阿南町に
　　　住みたいと思いますか？

 住みたい １５人
 住みたくない 　５人
 その他 　１人

Ｑ３．住みたくないと答えた方にお聞きしました
　　　住みたい町とはどんな町ですか？
・働く場がある町・子育て支援など子育てが安心してできる町
・遊べる場所がある・独自のイベントの開催・融通が効く町
・新しいことに臆さず前向きに取り入れる町
・個人事業者への補助待遇の良い町・交通の便が良いところ　等

Ｑ４．これからの阿南町に必要なものはなんだと思いますか？
働く場所・観光地・路線バス・遊ぶところ・特産物のＰＲ・知名度の向上
歯科医院・町の環境整備・独自のイベント・柔軟性と対応力
外部の組織である不動産デベロッパー等との連携・駅
・県外からのお客さんを集められるような宿泊観光施設・緑地公園　等

■ 住みたい　■ 住みたくない　■ その他

⑸　令和 5 年 11 月 1 日 あ　な　ん あ　な　ん令和 5 年 11 月 1 日 ⑵

　稲
垣
さ
ん
は
和
合
小
学
校
の
用
務

員
と
し
て
、
給
食
の
運
搬
や
校
舎
内

外
の
整
備
、
学
校
用
田
畑
の
手
入
れ

な
ど
、
「
や
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
」

の
毎
日
で
す
。

　「
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
で

い
て
面
白
い
よ
。
こ
の
ご
ろ
は
吹
き

矢
と
か
輪
っ
か
回
し
」
。
児
童
数
八

名
の
小
さ
な
学
校
で
、
伝
統
文
化
や

昔
の
遊
び
の
先
生
で
も
あ
り
ま
す
。

　校
庭
片
隅
の
炭
焼
き
小
屋
は
前
任

者
が
作
っ
た
も
の
で
、
昨
年
は
窯
出

和 

合
　
稲
垣
　
秀
三 

さ
ん

し
の
様
子
が
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
ま

し
た
。
和
合
は
昭
和
十
年
代
に
日
本

有
数
の
炭
生
産
村
で
し
た
。

　年
内
に
は
薪
の
山
出
し
、
一
月
か

ら
二
月
に
か
け
て
薪
割
り
、
窯
入
れ
、

窯
出
し
と
続
き
ま
す
。
「
近
所
に
い

る
炭
焼
き
経
験
者
が
監
督
に
来
て
く

れ
る
。
大
人
も
気
を
つ
け
て
見
て
い

る
が
、
作
業
は
子
ど
も
た
ち
が
や

る
」

　

　薪
を
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
詰
め
に
す
る

と
か
、
赤
土
を
練
っ
て
窯
の
す
き
間

を
埋
め
る
と
か
、
良
い
炭
作
り
に
は

丁
寧
な
作
業
が
必
要
で
す
。
「
一
番

大
変
な
の
は
火
の
番
か
な
。
以
前
小

屋
が
燃
え
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
そ
う
だ
」
。
で
き
た
炭
は
焼
き

芋
大
会
や
御
幣
餅
作
り
に
使
い
ま
す
。

　学
校
の
様
子
は
自
分
の
子
ど
も
時

代
と
は
大
分
違
い
ま
す
。
「
先
生
の

名
前
を
呼
び
捨
て
と
か
び
っ
く
り
す

る
こ
と
も
あ
る
が
、
あ
い
さ
つ
を
よ

く
し
て
感
心
す
る
。
先
生
た
ち
が
一

人
ひ
と
り
を
よ
く
見
て
い
て
、
遊
び

で
も
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
る
」

　お
酒
と
カ
ラ
オ
ケ
が
大
好
き
な
稲

垣
さ
ん
で
す
が
、
「
も
う
カ
ラ
オ
ケ

は
さ
っ
ぱ
り
。
仕
事
が
趣
味
み
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
な

 
が
き

 

ひ
で

 み

　
ぼ
く
の
名
前
は
「
駿
」
で
す
。

大
下
条
保
育
園
の
う
め
組
で
す
。

今
年
の
八
月
で
六
歳
に
な
っ
て
、

最
近
下
の
前
歯
が
一
本
抜
け
て
、

そ
こ
に
大
き
な
歯
が
生
え
た
よ
。

夏
生
ま
れ
だ
か
ら
な
の
か
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
や
か
き
氷
、
花
火
な
ど

夏
の
も
の
が
大
好
き
だ
よ
。

　
保
育
園
で
は
、
今
、
竹
馬
や
運

動
会
の
練
習
を
頑
張
っ
て
い
て
、

お
う
ち
で
は
、
マ
マ
の
お
手
伝
い

大下条　御供

勝岡　志郎さん・祥子さんのお子さん

（左）優さん（８歳）（右）駿さん（６歳）
ゆう しゅん

し  ろう しょうこ

う
ち
の

ホ
ー
プ

も
し
て
い
る
よ
。
父
ち
ゃ
ん
が
カ

メ
ラ
を
向
け
た
ら
、
ポ
ー
ズ
を
と

っ
て
あ
げ
た
り
、
歌
を
唄
っ
て
あ

げ
る
ん
だ
。
今
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
る
こ
と
は
、
四
月
か
ら
小
学

一
年
生
に
な
る
こ
と
だ
よ
。
ぼ
く

に
は
二
歳
上
の
お
兄
ち
ゃ
ん
が
い

て
、
毎
朝
歩
い
て
大
下
条
小
学
校

へ
行
く
と
こ
ろ
を
「
行
っ
て
ら
っ

し
ゃ
ー
い
」
っ
て
お
見
送
り
を
し

て
い
る
ん
だ
。
朝
の
五
時
半
に
起

き
る
の
は
少
し
眠
い
け
ど
、
近
所

の
友
達
や
お
兄
さ
ん
た
ち
と
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
学
校
へ
行
く

の
が
、
今
か
ら
と
っ
て
も
楽
し
み

な
ん
だ
。

　
一
年
生
に
な
っ
た
ら
、
勉
強
と

体
育
と
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
、
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
頑
張
り
た
い
で
す
。

令和５年度  成人者アンケート

対象者43人中 21人が回答していただけました。ご協力ありがとうございました。

どこに住んでいますか？ Ｑ１．あなたは現在、
　　　どこに住んでいますか？

 阿南町内 　８人
 長野県内 　１人
 長野県外 １２人

■ 阿南町内　■ 長野県内　■ 長野県外

38％

57％

71％

23％
6％

5％
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 あの人この人
P６ あなんトピック、お知らせ、
 編集後記
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　公
民
館
報
は
、
毎
月
編
集
委
員
が
一
同

に
集
ま
り
編
集
委
員
会
を
経
て
２
か
月
に

１
回
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

　第
246
号
の
１
回
の
編
集
会
議
は
都
合
に

よ
り
一
同
に
集
ま
っ
て
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
公
民
館
報
担
当
職
員
と
各
編
集

委
員
が
連
絡
を
取
り
合
い
、
原
稿
の
準
備

を
行
い
ま
し
た
。

　現
在
、
教
育
委
員
会
が
管
理
し
て
い
る

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
は
、
平
成
７
年
に
「
Ｂ
＆

Ｇ
財
団
」
が
建
設
し
無
償
で
阿
南
町
に
譲

渡
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
（
活
動

の
状
況
は
、
第
246
号
の
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
情
報
発

信
局
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　こ
の
度
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
主
催
に
よ
り

「
第
８
回

　セ
ン
タ
ー
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
養
成
研
修
」
が
８
月
30
日
よ
り
鹿
児

島
県
徳
之
島
に
あ
る
天
城
町
で
開
催
さ
れ
、

当
町
の
公
民
館
担
当
職
員
が
資
格
取
得
の

た
め
参
加
し
不
在
に
な
っ
て
い
た
の
で
編

集
員
会
の
開
催
が
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　研
修
の
様
子
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
指
導
員

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
発
信
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
様
子
を
、
私
も
見
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
10
月
１
日
に
は
、
33
日
間
の
研
修

を
終
え
、
日
焼
け
を
し
て
、
た
く
ま
し
い

容
姿
に
な
っ
て
公
民
館
報
担
当
者
が
無
事

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

12
月
２
日
㈯
　
午
前
９
時
半
〜

◆
会
場

　
　農
村
文
化
伝
承
セ
ン
タ
ー

◆
講
師

　
　㈱
あ
さ
げ
の
里

◆
内
容

　
　お
正
月
に
飾
れ
る
藁
細
工
・

　
　
　
　
　水
引
の
作
品
作
成

◆
問
合
せ

　阿
南
町
公
民
館

　
　
　
　
　☎
２
２

－

２
２
７
０

水
引
・
藁
細
工

　
　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

11
月
11
日
㈯
　
午
前
９
時
〜

◆
会
場

　
　阿
南
文
化
会
館

◆
内
容

　
　学
校
・
サ
ー
ク
ル
の
発
表

◆
問
合
せ

　阿
南
町
公
民
館

　
　
　
　
　☎
２
２

－

２
２
７
０

第
37
回

　
感
性
と
創
造
の

　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
月
19
日
㈰
　
正
午
〜

◆
会
場

　
　阿
南
文
化
会
館

◆
主
催

　
　カ
ラ
オ
ケ
実
行
委
員
会

第
９
回  

阿
南
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
大
会

11
月
26
日
㈰
　
午
後
１
時
〜

◆
会
場

　
　新
野
ふ
れ
あ
い
館

◆
内
容

　
　地
区
団
体
等
の
発
表

新
野
地
区
芸
能
文
化
祭

11
月
26
日
㈰
〜
12
月
３
日
㈰

◆
会
場

　
　農
村
文
化
伝
承
セ
ン
タ
ー

◆
内
容

　
　小
中
学
生
・
保
育
園
児
や

　
　
　
　
　地
区
の
方
の
作
品
展
示

◆
問
合
せ

　新
野
公
民
館

　
　
　
　
　☎
２
４

－

２
０
０
１

作
品
展
示
会

◆
部
門

　

〇
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
部

　（
小
学
校
１
〜
３
年
生
・

50
歳
以
上
の
男
女
）

〇
駅
伝
の
部
（
１
チ
ー
ム
５
人
）

　・
小
学
生
の
部…

小
学
校
４
年
生
以
上

　・
一
般
の
部

◆
問
合
せ

　阿
南
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　☎
２
２

－

２
２
７
０

11
月
25
日
㈯
　
午
前
８
時
〜

◆
会
場

　
　町
民
グ
ラ
ン
ド

第
46
回
　
阿
南
町

み
ん
な
で
走
ろ
う
駅
伝
競
走
大
会

11
月
12
日
㈰
　
午
前
９
時
〜（
予
定
）

◆
会
場

　
　売
木
村
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　ぶ
な
の
木

◆
内
容

　
　県
境
５
町
村
の
文
化
団
体
発
表

◆
問
合
せ

　阿
南
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　☎
２
２

－

２
２
７
０

第
40
回

  

愛
知
・
長
野
県
境
域
住
民

　
　
　
　
　
　  

文
化
交
流
会

11
月
18
日
㈯
　
午
前
９
時
〜

◆
コ
ー
ス

　農
村
文
化
伝
承
セ
ン
タ
ー
↓

巣
山
湖
↓
行
人
様
展
望
台

↓
曹
洞
宗
瑞
光
院
↓
農
村

文
化
伝
承
セ
ン
タ
ー

◆
定
員

　
　先
着
15
名
程
度

◆
参
加
費

　無
料
（※
雨
天
中
止
）

◆
問
合
せ

　阿
南
町
公
民
館

　
　
　
　
　☎
２
２

－

２
２
７
０

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
町
民
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

あ
な
ん
ト
ピ
ッ
ク

10
月
８
日
㈰

　４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
和
合
地
区

運
動
会
は
、
例
年
よ
り
も
多
く
の
人
が
参

加
を
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

和
合
地
区
　
運
動
会

お

し

ら
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　出
生
率
の
低
下
、
少
子
化
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
・
・
・
大
き
な
問
題

で
す
ね
。
そ
ん
な
中
で
誕
生
す
る
子
供

た
ち
は
宝
物
。
ご
親
族
だ
け
で
な
く
、

心
か
ら
祝
福
し
た
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

「
祝
う
」
と
い
う
事
で
繋
が
る
な
ら
、

人
生
の
節
目
で
お
祝
い
を
す
る
「
長
寿

祝
い
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
自

分
が
そ
う
い
う
年
齢
を
目
の
当
た
り
に

す
る
と
、
「
祝
う
」
と
い
う
二
文
字
に

は
ど
う
し
て
も
抵
抗
を
感
じ
て
し
ま
い

ま
す
が
・
・
・

　長
寿
祝
い
の
種
類
に
は
、
還
暦
六
十
、

古
希
七
十
、
喜
寿
七
十
七
、
傘
寿
八
十
、

米
寿
八
十
八
、
卒
寿
九
十
、
白
寿
九

十
九
、
百
寿
百
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
で
由
来
の
意
味
が
あ
り
、
こ
う
し
て

並
べ
て
み
る
と
、
大
き
く
な
る
に
つ
れ

重
厚
感
が
増
し
て
い
く
の
が
わ
か
り
ま

す
。
長
い
人
生
を
生
き
て
き
た
証
が
、

自
然
と
こ
の
文
字
の
中
に
尊
く
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　子
供
た
ち
の
誕
生
を
祝
う
華
々
し

さ
は
無
い
け
れ
ど
感
謝
の
気
持
ち
と
、

長
生
き
を
願
っ
て
「
長
寿
祝
い
」
こ
の

日
本
の
慣
習
は
大
切
に
し
て
い
か
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
。

遊 

歩 

道

遊 

歩 

道

Ｂ&Ｇ指導員
フェイスブック

ANAN遺産　　フォトコンテスト
投稿作品

入選作品の結果については
１月号で発表をいたします。


